
機密性２情報

発生日時 事故当事者 －

年齢性別 － 職種

改善策

・資材置場で待機中の作業員（BFオペレ－タ）が、出入口付近にあるＮＴＴの架空線切断を発見。
・その後、監督官及び関係機関へ連絡し、１７時よりＮＴＴ光ケーブルの復旧作業開始、１８時１２分に復旧完了した
・ＮＴＴへ切断時刻を確認したところ、１３時４２分頃と判明。（不通時間４時間３０分）
・なお、当時、資材置場への第三者の進入は確認されておらず（BFオペレ－タ確認）、作業をしていたのは、資材搬
  入業者（採石）のみで、１０ｔダンプにて採石搬入後、ダンプアップ状態で走行し出入り口付近にあるＮＴＴ光ケーブ
  ル１本を切断した可能性を有するものの、目撃者がいない事とダンプ運転手が光ケーブルを切断した認識がない
  事より切断者を確定できなかった。

事故状況図

・架空線事故防止対策として、重機掘削、ダンプトラック使用時に配置する事となっていた監視人を資材置場へ配置
　していなかった。
・架空線事故防止対策（赤旗設置）を行っていたが、目立つ対策となっていなかった。

・資材置場で重機掘削、ダンプトラックを使用する場合に監視人を配置し、ダンプトラックを必ず一旦停止させ荷台の
  昇降状態及び資材置場の状況を常に確認し、退出指示を行う。
・架空線手前に高さ制限バ－（４．０ｍ）及び電光掲示板を設置する。
・安全パトロール時に資材置場の架空線事故防止対策を点検・確認する。
・架空線対策管理者を選任し施工計画・事前調査・現地での架空線に対する対策を確認後、工事着工を行う。
・架空線対策管理者が社員全員に架空線事故防止について教育指導を行い、再発防止に努める。

・資材置場で重機掘削、ダンプトラックを使用する場合に監視人を配置し、ダンプトラックを必ず一旦停止させ荷台の
  昇降状態及び資材置場の状況を常に確認し、退出指示を行う。
・架空線手前に高さ制限バ－（４．０ｍ）及び電光掲示板を設置する。

類似工事（他工事）へ活用でき
る対策等

改善策等

事故原因等

事故概要

事故種類

NTT光ケーブル１本切断被災程度（全治）

事故区分

公衆災害

切断 －

平成28年6月1日 13時42分

監視人によるダンプトラックの昇降状態確認及び
退出指示

架空線対策管理者による高さ制限バ－等の架空線に

対する対策確認

BH 0.45m3

県道

歩道

NTT光ケーブル切断箇所

仮囲い(防音シート)

九電柱(15m)

九電柱(15m)切断後のケーブル

資材置場出入口

↑架空線

土砂

土砂

RM-25

RC-40

←ＮＴＴ光ケーブル
←ＮＴＴ通信ケーブル

←九電通信ケーブル

←九電低圧ケーブル

←九電高圧ケーブル

切断箇所

←切断ＮＴＴ光ケーブル

切断ＮＴＴ光ケーブル
↓

資材置場入口　11.0ｍ

資材置場　30.0ｍ

電柱間隔　55.2ｍ
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